
    小学校 

 

学校や放課後等デイサービスでの児童の様子を 
共通理解し、今後の支援に生かす。 

    学級担任 
           放課後等デイサービスの職員 

    毎学期に１度（７月、１２月、３月） 

 

 

 

 

放課後等デイサービス担当者との面談 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 放課後等デイサービスでの様子を聞いたり、放課後等デイ 

サービスが作成した個別の支援計画を共有したりする。 

・ 学校での様子を伝える。特に、支援が必要な場面について 

伝え、放課後等デイサービスでも同じように支援ができる 

ように共通理解を図る。 

・ 互いの情報を共有した結果、新たに必要だと思われる支援 

について話し合う。 
 

 

放課後等デイサービスとの連携 小学校 

実施場所 

 

・ 引き渡し時の短時間の会話ではわからなかった児童の姿について知る

ことができた。 

・ 放課後等デイサービスの職員が連携の要となり、保護者や中学校教員

と支援方法などの情報を共有することができた。 
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目的 

成果 
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